
倉吉方言の言いさし文
─行くけえ。知らんに。─

小矢野哲夫

倉吉ことばの会 第3回講演会

倉吉パークスクエア倉吉交流プラザ2階

2017年10月22日（日）14時～16時

こぐまデザイン鳥取県中部の方言スタンプ https://store.line.me/stickershop/product/1095110/ja



概要

倉吉方言で多用される表現のうち、「行く
けえ」「知らんに」のような、「けえ」
「に」で終わる文を取り上げます。「け
え」は順接、「にい」は逆接の接続形式で
すが、あとに何も続けないで文末に現れ、
いわば「言いさし」の形で実質「言い切り
文」として使われます。その意味と用法に
ついて分析し考察します。



言いさし文とは 接続助詞で終止した文のこと。

1）「ダンス歴は？」「まったくの初めてですけ
ど」（『Shall we ダンス？』）

2）「ややこしいやっちゃなあ」「ちょっと，煙草
買うてくるから」（『男女7人秋物語』）

3）「そういう道は，納得いく形で自分を生かすこ
とはできないと思います。魅力も感じていません
し。」（『阿川佐和子のこの人に会いたい』）

4）「ちょっと来てくれる？ 心細くて。」（『N・
P』）

白川博之著『「言いさし文」の研究』2009年、くろしお
出版、p.1-2



接続助詞は節をつなぐはずなのに

【接続】（依頼「待ってて」の理由付け）

ちょっとお茶買ってくるから、待ってて。

【省略】（主節「待ってて」の省略）

ちょっとお茶買ってくるから。

【倒置】（依頼と理由付けの順序を入れ替える）

待ってて、ちょっとお茶買ってくるから。

【言いさし】→言い切り

ちょっとお茶買ってくるから。

ちょっとお茶買ってくる。



倉吉方言での使用例

【接続】ちょっとお茶買ってくるけ、待っといて。

【省略】ちょっとお茶買ってくるけ、待っといて。

【倒置】待っといて、ちょっとお茶買ってくるけ。

【言いさし】ちょっとお茶買ってくるけ。

省略でも倒置でもない例＝言いさし

ありゃ、もうこがな時間だわ。いぬるけ。

そろそろいぬるけ。お邪魔しましたなあ。
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接続助詞「から」の方言形

（雨が降ってる）はで
青森

（雨が降ってる）すけ
新潟・山形庄内地方

雨が降っとるで
中部地方

雨が降ってるさかい さけ
近畿・北陸地方

雨が降っとるけー けん
中国・四国・九州
地方
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「けえ」「に」が付く文タイプ

平叙文に付く。（主節の文末に付く。）ただし、名詞の場
合はダによって述語化したものに付く。

断定と推量

昨日出いたけ。うるさいけ。静かなけ。あした雨だけ。

昨日出いたに。うるさいに。静かなに。あした雨だに。

昨日出いただらあけ。あしたは雨だらあけ。

昨日出いただらあに。あしたは雨だらあに。



「けえ」「に」が付く文タイプ

評価を表す形式にも付く

行かなあいけんけえ。

行かなあいけんに。

蓋然性・証拠性の形式にも付く

行くかもしらんけえ。雨が降りさあなけ。だんだ
ん慣れて来たげなけ。でこさんみたいなけ。

行くかもしらんに。雨が降りさあなに。だんだん
慣れて来たげなに。でこさんみたいなに



「けえ」「に」が付かない文タイプ

疑問文 ＊いつ出いたけ。 ＊昨日出いたかけ。

 ＊いつ出いたに。 ＊昨日出いたかに。

命令文 ＊出しないけ。

 ＊出しないに。

依頼文 ＊出しといてけ。 ＊出しといてーなけ。

 ＊出しといてに。 ＊出しといてーなに

禁止文 ＊まんだ出すなけ。＊まんだ出しなんなけ。

 ＊まんだ出すなに。＊まんだ出しなんなに。



「けえ」はどんな語形に付くか

動詞

知っとるけえ。知らんけえ。

知っとるだけ。知らんだけ。

知っとったけ。知らなんだけ。

知っとっただけ。知らなんだだけ。

形容詞

高いけ。高ないけ。

高いだけ。高ないだけ。

高かったけ。高なかったけ。

高かっただけ。高なかっただけ。



「けえ」はどんな語形に付くか

形容動詞

にぎやかなけ。にぎやかでないけ。

にぎやかなだけ。にぎやかでないだけ。

にぎやかだったけ。にぎやかでなかったけ。

にぎやかだっただけ。にぎやかでなかっただけ。

名詞

雪だけ。雪でないけ。

雪だったけ。雪でなかったけ。

雪だっただけ。雪でなかっただけ。



「けえ」はどんな語形に付くか

助動詞等

行くだらあけ 行かんだらあけ

行っただらあけ 行かなんだだらあけ

行くさあなけ 行かんさあなけ

行くさあなだけ 行かんさあなだけ

行ったさあなけ 行かなんださあなけ

行ったさあなだけ 行かなんださあなだけ

行かなあいけんけえ

行かなあいけんだけ

行かなあいけなんだけ

行かなあいけなんだだけ



「に」はどんな語形に付くか

動詞

知っとるに。知らんに。

知っとるだに。知らんだに。

知っとったに。知らなんだに。

知っとっただに。知らなんだだに。

形容詞

高いに。高ないに。

高いだに。高ないだに。

高かったに。高なかったに。

高かっただに。高なかっただに。



「に」はどんな語形に付くか

形容動詞

にぎやかなに。にぎやかでないに。

にぎやかなだに。にぎやかでないだに。

にぎやかだったに。にぎやかでなかったに。

にぎやかだっただに。にぎやかでなかっただに。

名詞

雪だに。雪でないに。

雪だったに。雪でなかったに。

雪だっただに。雪でなかっただに。



「に」はどんな語形に付くか

助動詞等

行くだらあに。 行かんだらあに。

行っただらあに。 行かなんだだらあに。

行くさあなに。 行かんさあなに。

行くさあなだに。 行かんさあなだに。

行ったさあなに。 行かなんださあなに。

行ったさあなだに。 行かなんださあなだに。

行かなあいけんに。

行かなあいけんだに。

行かなあいけなんだに。

行かなあいけなんだだに。



「けえ」の個別事例

先に行って待っとるけえ。

また来てよお。待っとるけえ。

なら、また来るけ。

帰るけ。

あした持ってくるけ。

もう知らんけえ。

知らなんだだけ。

うそだけ。

「結局引き受けならなんだか」「だけ」



「に」の個別事例
なにしとっだいや。さっきから待っとるにい。

遅いだいなあ。さっきから待っとったに。

よう来なったなあ。待っとったに。

（そのことは）あんまりよう知らんに。

ようけ持って来とるに。もらってごしないな。

先に食べよるに。/先に食べよったに。/先に食べちゃったに。

汚れちゃったに。/汚しちゃったに。

そがな重たいもん持つだかえ。えらからあに。

寒からあに。

待っとっただに。「結局引き受けならなんだか」「だに」



「倉吉のおばさん」から
http://www.mahoroba.ne.jp/~gonbe007/hog/kuraoba.html

今年か！ それが どだい いけんかったけ。

ほぉんに 昔みちゃぁに もうひゃぁ～ よぉ がん
じょせんけぇ。

まあ ええがいな おばさん。そぉがに心配しならぁ
でもええけ！

ひぃんがわりぃ け！ やぁめいや！

ほぉんに 腹がわりぃけぇ

それがな カメムシがよぉ～けおって えらいこと
すっだけ！



「倉吉のおばさん」から
http://www.mahoroba.ne.jp/~gonbe007/hog/kuraoba.html

どぉ～がでも 乗っだけな～！

布団のうえ～乗るのぉ いぃちばんすかぁんだけ！

今日は 忙しいやなに こぉがに えぇっと ほぉんに
よう来てごしなって すんませなんだ。

うちも 来たじぇ。楽しみにしとったに～。

あれ！ 今日干したばっかりだに。



「け」と「だけ」の意味・機能

行くけえ。「行く」ことを表明し、聞き手に伝
える。「けえ」を付けない「行く」が意志の表
明であるのに対して、「けえ」を付けると聞き
手に強く伝える態度が現れる。

行くだけ。「行く」ことを既定のこととして断
定判断していることを聞き手に伝える。「け
え」を付けない「行くだ」が共通語の「行くの
だ」に相当し、強調した表現となる。これに対
して、「けえ」を付けると聞き手に強く伝える
態度が現れる。



「に」と「だに」の意味・機能

知らんに。「知らない」ということを表明し、聞き手
の予想に沿わないかもしれないという気持ちを伴って
伝える。「に」を付けない「知らん」が、事実の表明
であるのに対して、「に」を付けると聞き手に伝える
態度が現れる。

知らんだに。話し手が、自分が「知らない」ことを既
定のこととして断定判断していることを、予想外だと
いう気持ちを伴って聞き手に伝える。「に」を付けな
い形「知らんだ」は共通語の「知らないのだ」に相当
し、強調した表現となる。これに対して、「に」を付
けると聞き手の予想に沿わないかもしれないという気
持ちを伴って伝える態度が現れる。
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